
 

 

 
【実践概要】 

1. 実践する教科・領域： 
学校設定教科「アドバンスエリア」のカレッジエリア「英会話演習」における国際理解 

2. 単元(活動)名：世界の多様性を理解し、自己と他者との繋がり、持続可能な未来について考える。 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 
授業テーマ：「持続可能なあなたと私の未来 withコロナ」 
単元目標： 
・外国の文化や習慣に関心を抱き、その多様性を寛容に受け入れることができる。 
・地球規模の課題と自己を結び付けて考えることができる。 
・SDGsの観点から自己と向き合い、未来を想像し、自ら考え行動する力を養う。 
・他者を理解し、多様な人々と協働しようとする柔軟な態度を育む。 
 
関連する学習指導要領上の目標： 
「外国語を使用している人々の日常生活、文化的背景を理解すると共に、多様な人々と関わりながら
生きる未来を想像し、自身の将来の方向性を考える。」 

4. 単元の
評価規準 

① 知識及び技能 
多様な国の日常生活や、風俗習慣、文化的背景を理解してい
る。 

② 思考力、判断
力、表現力等 

地球課題について、国々との繋がりやその文化的背景などの多
様な観点から考察し、未来を想像することができる。 

③ 学びに向かう
力、人間性等 

グループ学習や交流活動において、互いに協力しながら、質問
をしたり、意見を交換したりできる。 

5. 単元設
定の理由・
単元の意義 
（児童/生
徒観、指導
観） 

【単元設定の理由】 
近年、社会の在り方は多様で、本校でも外国籍生徒の数も増えている。また、解決する
べき地球規模課題は深刻化し、住みにくい世界となりつつある。そのような時代を生き
抜くために必要な素養を身に付け、人と人との繋がりに喜びを感じ、明るい未来を想像
しながら、逞しく生きて欲しいと願い、本単元を設定した。 
 
【単元の意義】 
コロナ禍で多くの学校行事が中止となり、人的交流の機会が減ってしまった。このよう
な時代だからこそ、地域社会に住む外国籍の方々との交流を通して、グローバルな視野
を広げたり、仲間と意見を交わしたりしながら、多様な社会の在り方を探ることは、未
来の行動指針に役立つのではないかと考える。 
 
【児童／生徒観】 
2年次より選択エリア（コース）であるカレッジエリアにて、英会話を中心に学んでい
る。進学することを念頭に置いているが、未だ明確なキャリア目標が定まっていない。
国際理解や SDGs に関する本格的な授業は今回が初めてであるが、外国語活動に関心を
寄せている生徒や、異文化に興味を持っている生徒も多い。 
 
【指導観】 
異文化理解、多様性、SDGs、地球課題を一連の授業として行うので、通常の授業を超え
た働きかけが必要となってくる。より多くの人々と交流し、意見を交えることにより、
人との繋がりを身近に感じ、協働で取り組む楽しさや喜びを実感させたい。また、生徒
は、将来、進学を希望していることから、将来のキャリアに繋がるような学び、より幅
広い進路の選択肢に気付くきっかけの場としたい。 
 
 
 

氏名 岡﨑 倫子 学校名 
茨城県 

つくば国際大学高等学校 

担当教科等 
学校設定教科 

「アドバンスエリア」 
対象学年（人数） 2 年（34名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 2021年 9月～2022年 2月（12時間） 



 

 

6. 単元計画（全 10時間） 

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など  
1 
2 

世界にはどん
な国がある？ 
 
 
 
 
 

世界の国と日本の
繋がり、位置づけ
を知る。 
 

1. アイスブレーキング 
Which country would you like 
to visit? 
Why? 

2. 世界の人口 
3. 世界は今、高齢化？若年化？ 
4. 大陸ごとに分かれてみよう！ 
5. 大陸でつくられているものは？ 
6. 富を多く持っているのは誰？ 
7. 振り返り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【世界がもし 100人の村だったら】 

パワーポイン
ト 
「世界がもし
100人の村だ
ったら」 
 
 
 
 
 
 

3  SDGsとは 
 
 
 
 
 
 
 

SDGsの背景にある
世界の現実や繋が
りについて理解を
深める。 
 
 

1. プレゼンによる SDGsの概要説明 
・SDGsって？ 
・持続可能って？ 
・開発って？ 
・17の目標 
2. 写真（プラスチックごみ、飢餓な

どの背景にある課題と、SGDs の
17 の目標との関連付けを考え
る。 

3. SDGsクイズ（グループワーク） 
クイズの内容と SDGs目標を一致
させながら行う。 

 

パワーポイン
ト 
 
 
 
SDGsカード 
 
 
ゴー・ゴール
ズカード 

4 
5 

ワールドキャ
ラバン事前学
習 
 
 

講師出身国への理
解を深める。 
 

1. 6 名の本校教員による各国紹介
（プレゼン） 
ニカラグア/タイ/中国/ミャンマ
ー/スリランカ/ブラジル 

2. 振り返り 
印象に残ったことや更に知りたい
ことを記入し、グループで共有。 

3. 調べ学習（グループワーク） 
6ケ国について、紹介したいこ
とに関する写真を各自 1枚ずつ
選び、説明文と共に展示。 
 
 
 
 

パワーポイン
ト 
 
事前学習冊子 
【資料 1】 
 
振り返りシー
ト① 
【資料 2】 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
【教員による各国紹介】 

 
 
 
 
 
 
 
 

【各国についての展示ボード】 

6 
7 

本時 

日本に住む外
国人 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本に住む外国人
との交流を通し
て、海外を身近に
感じると共に、文
化の多様性を理解
する。 
 

1. ワールドキャラバン国際理解教
育講師等派遣事業 

2. 外国人講師 6名による各国紹介 
ニカラグア/タイ/中国/ミャンマ
ー/スリランカ/ブラジル 

3. グループ交流振り返り 
グループやクラスで共有 

【外国人講師とのグループ交流】 

振り返りシー
ト② 
【資料 3】 
 
振り返りシー
ト③（感想） 
【資料 4】 
 
 

8 
9 

世界のコロナ
の現状 
 

コロナがもたらす
世界への影響を知
ると共に、私たち
の生活の変化を再
認識する。 

1. 世界のコロナの現状について確
認 
インド/ブラジルについて 

2. グループワーク 
コロナ後の生活の変化を撮影し
た写真（学校・家庭・社会な
ど）を 1人 1枚準備する。その
写真から生活の変化を確認し、
写真から見える課題を共有す
る。 

パワーポイン
ト 
 
タブレット 

10 
11 

※2月   
実施予
定 

コロナと私た
ちの生活 

相互理解を深め、
自己の生活を振り
返り、今後の行動
を考える。 

常総市ブラジル人学校エスコーラ・
オプションとのオンライン交流 
1. 学校紹介 

（つくば国際） 
2. 学校紹介・生徒自己紹介 

（エスコーラ・オプション） 
3. 学校あるあるクイズ 

（つくば国際） 
4. ブラジルクイズ 

（エスコーラ・オプション） 
 

Zoomまたは
Meet 
 
振り返りシー
ト 



 

 

5. コロナ後の生活の変化について 
（双方発表） 

6. 意見交換・感想 

12 
※2月   
実施予
定 

より良い未来
のために 

自己の生活を振り
返り、今後どのよ
うに行動するべき
かを考える。 

グループワーク 
1. 前時の交流から、感じたことを

共有し、課題・解決策・今後の
生活について考える。 

2. グループ発表 
 

タブレット 
パワーポイン
ト 

 

7．本時の展開（6・7時間目）＊単元計画の本時は 10・11を予定していたが、授業未実施のため、こ
こでは 6・7時間目を本時として記載することとする。 
本時のねらい： 
異文化交流を通して、多様な社会の在り方を知り、多角的な視点で物事を捉える。 

過程 
時間 

教員の働きかけ・発問及び学習活動 
・指導形態 

指導上の留意点（支援） 資料（教材） 

 
 
 

導入 
(45 分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開 
(45 分) 

 
 
 
 
 
 
 

まとめ 
(10 分) 

ワールドキャラバン国際理解教育 
講師等派遣事業 
      
1. 日本人コーディネーター挨拶 
2. 講師紹介 
3. 外国人講師による各国紹介 

ニカラグア出身 各国事情紹介講
師 
タイ出身 各国事情紹介講師 
中国出身 茨城県留学生親善大使 
スリランカ出身 各国事情紹介講師 
ミャンマー出身 茨城県留学生親善
大使 
ブラジル出身 各国事情紹介講師 

4. グループ交流 
講師が各グループを回り、各国の
事情を話す。生徒は質問などをし
ながら、各国の文化や実情を理解
する。 
 
 
 
 

5. お礼の言葉（生徒代表） 
感想や、各国の言葉で講師一人ひ
とりに「ありがとう」を述べる。 

6. 写真撮影・自由交流 
 
 
 
 
 
 
 

【講師陣との記念撮影】 
 

・ 6つのグループごとに
分かれて着席させる。 

 
 
 
・ 印象に残ったこと、も

っと詳しく聞きたいこ
とを、振り返りシート
に記入させる。 

 
 
 
 
 
・ 前時で配布した事前学

習冊子や、各自用意し
た質問などを参考にさ
せる。 

 
・ 講師交代の時には、グ

ループ代表が講師の移
動を手助けするように
促す。 

パワーポイント 
世界地図 
SDGsポスター 
展示ボード 
 
振り返りシート② 
【資料 3】 
 
 
 
 
 
 
 
事前学習冊子 
【資料 1】 
振り返りシート①② 
【資料 2、3】 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

7. 振り返りシート（感想）記入を宿
題とする。 

 振り返りシート③      
(感想) 
【資料 4】 



 

 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 
・ 各国の文化・生活習慣に興味を見出し、日本との類似点・相違点に理解を深めることができた

か。 
・ SDGsの観点から各国の課題を多面的に捉え、自己ごとに置き換え、未来の自分と結び付けて考え

ることができたか。 
・ 他者の意見を肯定的に捉えながら、協働して課題解決に取り組むことができたか。 

9. 学習方法及び外部との連携 
・ 本校の常勤インド人教員や他教科の教員の協力を得て事前指導を行ったり、授業を随時公開して

多くの教員に関わってもらったりすることで、授業に臨む生徒の姿勢に真剣味が増した。 
・ 茨城県国際理解協会と連携し、授業に繋がる外国籍の講師の国籍選びを行った。特に、ブラジル

人の 
・ 講師に来ていただき、本時で予定しているブラジル人学校との交流に繋がるようにした。 
・ キャリア特別進学コースとキャリア探究進学コースの生徒が混在しているため、グループワーク

では各クラスの生徒を均等に割り振ることで、多様な意見が生まれ、お互いに良い刺激となっ
た。 

・ 事前学習で各国の展示ボードをグループごとに作成する場面では、作業活動によって、生徒の学
びに楽しさが増し、放課後に残って作業を進める生徒も見られた。 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 
・ 教科を問わず（国語・理科・社会・英語 計 6名）、海外渡航経験のある教員を中心に、外国の異

文化紹介をプレゼンしてもらうことで、生徒と教員が一丸となって取り組む国際理解教育を目指
した。 

・ ワールドキャラバン国際理解教育講師等派遣事業の協力を経て、6名の外国籍講師の方々と交流を
する機会を設けた。一昨年から参加をしているが、多様な国々を身近に感じることのできる貴重
な機会なので、今後も継続していきたい。 

・ 今回初めて県内のブラジル人学校であるエスコーラ・オプションとの交流を予定している。コロ
ナ禍だからこそオンラインで気軽に繋がることができるので、これを機に相互理解を深めていき
たい。 

【自己評価】 

11. 苦労した点 
 

・ 本格的に国際理解教育授業を実施するにあたり、学校独自のカリキュラム
や教材がなかったので、使用教材を全て一から手作りしなくてはならなか
った。また、私自身の教材研究が追いつかず、十分な事例や資料を提供で
きずに、イメージしにくいことも多かったのではないかと思う。 

・ 調べ学習では、スマートフォンを使用させたが、一人一台タブレットを使
用できれば、よりスムーズな調べ学習を行うことができたであろう。 

12. 改善点 ・ 「世界がもし 100人の村だったら」のワークショップでは、SDGs関連の写
真や動画紹介を多く紹介した方が、課題をイメージし易いと感じた。 

・ ワールドキャラバン交流事業では、後半のグループ交流において、生徒は
より積極的に活動していた。生徒からは、「時間が足りない。」という声が
上がったので、次年度は、グループ交流をメインにして、最後に、感想を
共有する時間を設けたいと考えている。 

13. 成果が出た点 ・ 世界との繋がり→SDGsについて→各国についての調べ学習→外国人講師と
の交流、という流れを作ったことで、物事を多面的に捉える姿が見られた。 

・ 自分たちが恵まれていることに気付き、感謝の気持ちが芽生え、前向きな気
持ちになる生徒がいた。また、「幸せとは何か」「今後どのように生きていき
たいか」などを模索する様子が伺えた。 

・ 展示作成などの協働作業を盛り込むことで、自発的に行動する生徒が増え、
グループ内での絆が深まった。 



 

 

14. 学びの軌跡
（児童/生徒の反
応、感想文、作
文、ノートなど） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6、7時間に実施したワールドキャラバン国際理解教育講師等派遣事業におけ 
る、外国人講師との交流の後に記入した生徒の感想。【資料 4】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 



 

 

 

15. 授業者による
自由記述 

交流の後、一人の生徒が「どんな暮らしの中でも幸せはあるんだなあ。貧しさ
の中にも幸せの形はあるんだなあと思った。」と話した。ニカラグアやスリラン
カの外国人講師から、食や教育、暮らしの話を聞いて、豊かさと貧しさについて
考えたのだ。また、この生徒は、同時期に、コミュニケーション英語Ⅱの単元
「World Poorest President」で、ウルグアイ元大統領であるホセ・ムヒカの地
球サミットでのスピーチ「本当の貧しさとは何か？」の問いかけから、「幸福と
は何か」について考える授業を受けていた。国際理解交流と教科との学びが繋が
った瞬間だった。この後、この生徒は、「将来、貧困国にも行ってみたい。日本
や先進国の人々に自分たちがどれだけ恵まれているか伝えたい。世界経済に関わ
って、平等な社会にしたい。」と、自分の未来を描いた。人との交流を通して、
何かに共感し、心を動かされることが大きな学びに繋がることを実感した。 
 

 
参考資料： 
・「ワークショップ版 世界がもし 100人の村だったら 第 6版」特定非営利活動法人 開発教育協会
（DEAR） 
・「ゴー・ゴールズ！すごろくで SDGsを学ぼう」国際連合広報センター  
・「私たちが目指す世界 子どものための持続可能な開発目標(SDGs)」セーブ・ザ・チルドレン・ジャ
パン 

・「ブラジル連邦共和国 比べてみよう！世界の食と文化」サイト 株式会社明治 
・「世界の貧困に関するデータ」サイト HE WORLD BANK 
・「世界の統計 2021」サイト 総務省統計局 
  



 

 

添付資料：【資料 1】事前学習冊子 一部 
 
  
 
 
 
 
 
 
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料４】振り返りシート 
 
 
 
【資料 4】振り返りシート③（感想）            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引用元：外務省ウェブサイト 

引用元：外務省ウェブサイト 



 

 

 
【資料 2】振り返りシート①            
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料 3】振り返りシート② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料 4】振り返りシート③（感想）            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  




